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八十二銀行松本営業部ビル用地に関する取組みについて

標記の件について、八十二銀行松本営業部ビル用地の取得に関係する公文書
を精査し、今までの取組みの是非及び今後の対応を判断しましたので、報告する
ものです。

1 公文書を通して確認したこと。
(1) 2 2年1 2月に議会に、 大手門枡形周辺整備に関連して「旧鶴林堂を含

めた周辺の一体的整備」の協議及び「松本市歴史的風致維持向上計画」の
報告をしたが、いずれも整備の範囲は旧鶴林堂及び隣接する2ビルの取得、
解体による広場整備にとどまっており、 大手門枡形周辺の全体的な整備や
活用策は、決定されていなかった。

(2) 2 6年4月の上層部の懇談で、 八十二銀行の協力が得られそうな状況が
生まれたことにより交渉に着手したが、その時点においても大手門枡形周
辺整備の具体策や用地取得後の活用策は、 決定されていなかった。

(3) 2 7年1月に八十二銀行に対し、 松本営業部用地は、 まちづくりを進め
るうえで欠くことのできない非常に重要な場所であるとして、松本城大手
門駐車場内借用地及び車両車庫の敷地と合わせた該渡の検討を依頼する
文書を交付した。

(4) 2 8年6月に八十二銀行と、八十二銀行が博物館建設事業に全面的に協
力すること、松本市が八十二銀行松本営業部の新築移転に伴う深志支店周
辺用地の取得に全面的に協力すること、等を確認する覚書を締結した。

(5) 上記覚書に基づき、 2 9 年9 月に松本市土地開発公社が深志支店周辺用
地を先行取得することを決定し、 同年1 2月に着手した。

(6) 用地取得の取組みについて議会へ報告したのは、 3 0 年 8 月及び 9 月で
あり、 市民や議会への説明前に、 用地取得に関する依頼文の交付や覚書の
締結を行った。

(7) 大手門枡形周辺整備を三の丸の整備の一環として位置付けていたが、約
1 9億円という多大な公費を必要とする用地取得問題について、 適切な時

期での公表がなされないまま取組みが進められた。






